
インテリアパネルキット オシ17 タイプ別対照表 最終案

オシ 17 1

車番 台車 Type

１

２c

２a

２b

喫煙室 拡声器

TR-53

TR-57

TR-53A

1956 年・高砂

オシ 17 2 1956 年・高砂

オシ 17 3 1956 年・高砂

製造年・工場

窓追加

窓無し

④位側
業務扉

喫煙室
非常扉

食堂
側窓

食堂
椅子

勘定台前
パーテー
ション

食堂
中妻
扉

ハッチ
カウンタ

内窓
開閉式
二重窓

食堂中
妻及び
勘定台
前パー
テーシ
ョン食
堂面に
配置

ボック
スシー
ト
手洗台
併設

複層ガ
ラス化
固定

二重窓

実車仕様変遷 インテリアパネルキット オシ 17 製品仕様
Type 1
Type 2a
Type 2b
Type 2c

（1 次形・２次形適合）
（3 次形車番 11〜13 適合）
（3 次形車番 14・15、2051〜55 適合）
（3 次形車番 16〜25 適合）

主な外観
主な内装

有 有

廃止

廃止

オシ 17 4 1956 年・高砂

オシ 17 5 1957 年・高砂

オシ 17 6 1957 年・高砂

オシ 17 7 1957 年・高砂

オシ 17 8 1958 年・高砂

オシ 17 9 1958 年・高砂

下部ル
ーバー
仕様小
変更

同形状
焦茶色
追加

食堂中妻
扉上型式
プレート

プラ素
材に変
更（シ
ースル
ー化）

幕板上
部の天
井コー
ナー R
部に千
鳥配置

背ずり
台形
エンジ
色

背ずり
逆三角
形タイ
プ追加

勘定台
前開口
が車体
中央寄
りに僅
かに傾
斜

ラック
上部両
端に R
、
カウン
タ左右
コーナ
ー R 拡
大、
保護棒
及び引
出し意
匠変更

形状変
更灯具
カバー
突出

食堂
天井灯

FUJI MODEL
オシ 17

製品仕様区分

1 次形

2 次形

3 次形

ラウン
ジシー
ト
手洗台
廃止

オシ 17 10 1958 年・高砂

オシ 17 11 1959 年・高砂

オシ 17 12 1959 年・高砂

オシ 17 13 1959 年・高砂

オシ 17 14 1960 年・長野

オシ 17 15 1960 年・長野

オシ 17 16 1960 年・長野

オシ 17 17 1960 年・長野

オシ 17 18 1960 年・高砂

オシ 17 19 1960 年・高砂

オシ 17 20 1960 年・高砂

オシ 17 21 1961 年・高砂

オシ 17 22 1961 年・長野

オシ 17 23 1961 年・長野

オシ 17 24 1961 年・長野

オシ 17 25 1961 年・長野

オシ 17 2051 1960 年・高砂

オシ 17 2052 1959 年・長野

オシ 17 2053 1959 年・長野

オシ 17 2054 1959 年・長野

オシ 17 2055 1959 年・長野

●３次形 14 番以降の食堂側窓が複層ガラス化され、食堂中妻の扉が
　プラスチック素材となりシースルー化された仕様初期の、車番 14・
　15 及び 2051〜2055 の内装に適合します。

●１次、２次形の食堂側窓のサッシが外観から露出する開閉式２重窓
　で食堂中妻の扉がオリジナルの金属製扉の時代の内装に適合します。

●３次形のうち車番 11〜13 の、喫煙室の非常口が廃止されラウンジ
　シート化されたが、食堂側窓のサッシが外観から露出する開閉式２
　重窓と食堂中妻の金属製扉は継続された時代の内装に適合します。

・食堂中妻の扉は金属製の姿 （号車札、型式プレート、掛け時計、拡声器表現有）
・勘定台前パーテーション （拡声器、上部に押え金具表現有り）
・１・２次形対応喫煙室 （ボックスシート装備、手洗器は省略）
・料理室ユニット （ハッチカウンタラック・カウンタテーブルはオリジナル形状）
・食堂側窓サッシスペーサ （サッシが外観から露出するタイプ）
・付属シール （号車札、型式プレート、１次形用ルーバー）

※上記以外の、①-③位側パネル、車掌室仕切パネル、車掌室椅子パネル、食堂
　テーブル、食堂椅子  ・食堂床ホルダの各パーツは全タイプに共通です。

・②-④位側パネル （３次形窓割対応）
・喫煙室 （ラウンジシート装備）

※上記以外は Type1 と共通です。

・食堂中妻の扉はシースルータイプ （号車札、掛け時計、拡声器表現有）
・食堂側窓サッシスペーサ （サッシが外観から露出しないタイプ）
・付属シール （号車札）

※上記以外は Type2a と共通です。

●食堂側窓複層ガラス、食堂中妻扉がプラスチック素材シースルー仕
　様の３次形のなかで内装の小変更を受けた最終形、車番 16 以降の
　内装に適合します。

・食堂中妻の扉はシースルータイプ （号車札、掛け時計表現有、拡声器撤去の姿）
・勘定台前パーテーション （拡声器・食堂面上部押え金具撤去の姿）
・料理室ユニット （ハッチカウンタラック・カウンタテーブル意匠小変更の姿）

※拡声器は幕板上部に移設されましたが、該当の拡声器の表現は省略しており
　ます。
※上記以外は Type2b と共通です。

※掲載の仕様変遷は、史実の詳細を保証するものでは無い事を予めお断り申し上げます。


